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新ごみ焼却施設は吉見町に
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平成 27年２月１日発行 第 74号3 2

ときがわ町ときがわ町

東松山市東松山市

小川町小川町

鴻巣市鴻巣市

北本市北本市

桶川市桶川市

東
秩
父
村

東
秩
父
村

嵐
山
町

嵐
山
町

滑
川
町

滑
川
町 吉

見
町

吉
見
町

●

吉見町
大串地区に決定

●

小川町
中爪地区

埼玉中部広域清掃協議会に参加している８市町村

一部の地元住民の反対一部の地元住民の反対

周辺施設整備（プール・直売所・運動場、等）周辺施設整備（プール・直売所・運動場、等）
の建設費負担（小川町民の利用は見込めない）の建設費負担（小川町民の利用は見込めない）

小川地区衛生組合の焼却小川地区衛生組合の焼却
施設（中爪）は老朽化施設（中爪）は老朽化

収集運搬費用が約 2.3 倍収集運搬費用が約 2.3 倍

新たな  枠組みで動き出す

　

平
成

　

平
成
2525
年
３
月
に
設
立
し
た
埼
玉
中
部
広
域
清
掃
協
議
会
で
建
設
候
補
地
の
選
考
や
ご
み
処
理
基
本
構
想
、
基
本
計
画
案
が

年
３
月
に
設
立
し
た
埼
玉
中
部
広
域
清
掃
協
議
会
で
建
設
候
補
地
の
選
考
や
ご
み
処
理
基
本
構
想
、
基
本
計
画
案
が

策
定
さ
れ
ま
し
た
。
協
議
が
進
む
中
で
、
建
設
地
が
吉
見
町
の
大
串
地
区
に
決
定
。
既
存
の
小
川
地
区
衛
生
組
合
で
は
、
し
尿

策
定
さ
れ
ま
し
た
。
協
議
が
進
む
中
で
、
建
設
地
が
吉
見
町
の
大
串
地
区
に
決
定
。
既
存
の
小
川
地
区
衛
生
組
合
で
は
、
し
尿

処
理
と
不
燃
物
及
び
資
源
物
の
処
理
が
継
続
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

処
理
と
不
燃
物
及
び
資
源
物
の
処
理
が
継
続
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

問　

さ
ら
な
る
広
域
化
と
、
新
た
な
枠
組
み
と

な
る
一
部
事
務
組
合
へ
参
画
す
る
メ
リ
ッ
ト
・

デ
メ
リ
ッ
ト
は
。

答　

メ
リ
ッ
ト
は
、
施
設
の
建
設
費
等
、
初
期

費
用
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
回
収
運
搬
に
係
る
費
用
が

現
状
の
約
２
・
３
倍
に
増
え
る
見
込
み
で
す
。

問　

現
在
の
埼
玉
中
部
環
境
保
全
組
合
の
周
辺

に
は
再
建
築
し
な
い
こ
と
で
和
解
し
て
い
た
が
。

答　

ご
理
解
い
た
だ
け
る
よ
う
丁
寧
に
説
明
し

て
い
き
ま
す
。

問　

現
在
、
焼
却
施
設
へ
個
人
が
直
接
持
ち
込

ん
で
い
る
ご
み
の
受
け
入
れ
は
ど
う
な
る
の

か
。
不
法
投
棄
へ
つ
な
が
る
心
配
も
あ
る
が
。

答　

現
状
ど
お
り
、
小
川
地
区
衛
生
組
合
の
施

設
で
受
け
入
れ
で
き
る
よ
う
配
慮
し
ま
す
。

問　

周
辺
施
設
整
備
の
負
担
割
合
が
し
っ
か
り

と
示
さ
れ
な
け
れ
ば
不
安
だ
が
。

答　

今
後
の
協
議
と
な
り
ま
す
が
、
平
等
割
で

は
な
く
、
利
用
割
合
に
応
じ
た
負
担
と
な
る
よ

う
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

問　

新
施
設
の
稼
働
は
平
成
33
年
度
を
予
定
し

て
い
る
が
、
そ
れ
ま
で
に
現
行
の
焼
却
施
設
の

維
持
管
理
と
延
命
に
係
る
費
用
は
。

質
疑
質
疑
がが

集
中
集
中  

2222
件件

答　

今
後
７
年
間
で
の
運
転
費
用
は
、
点
検
・

修
繕
整
備
に
約
30
億
円
を
要
す
る
と
の
試
算
で

す
。
そ
の
う
ち
、
構
成
自
治
体
に
よ
る
当
町
の

負
担
分
は
、
約
12
億
円
と
な
り
ま
す
。

問　

小
川
地
区
衛
生
組
合
で
中
心
的
な
役
割
を

担
っ
て
い
る
当
町
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮

し
、
構
成
自
治
体
と
再
度
、
協
議
す
る
こ
と
は
。

答　

議
論
は
、
既
に
済
ん
で
い
ま
す
。

　

現
行
の
規
模
で
の
運
営
も
考
え
に
あ
り
ま
し

た
が
、
新
施
設
の
適
地
を
確
保
で
き
な
か
っ
た

こ
と
や
、
そ
の
建
設
費
の
負
担
増
を
総
合
的
に

判
断
し
た
中
で
、
今
回
の
枠
組
み
・
広
域
化
は

推
進
す
べ
き
と
考
え
て
い
ま
す
。

経 

過

８市町村で埼玉
中部広域清掃協
議会設立

H25年３月

埼玉中部資源循環
組合設立について
の審議

H26 年12月

小川地区衛生組合
議会で、構成自治体（滑
川町・嵐山町・ときがわ町・
東秩父村・小川町）の中
には建設候補地はな
いと各町村長が
答弁

H25年２月

吉見町大字大串字
中山在地区（現埼玉中
部環境保全組合隣接地）
に建設地が決定。ごみ
処理基本構想、基本
計画案が策定

H26 年３月

吉見町内、東第二地
区と川島町芝沼地区の
住民の方から「一般廃棄
物処理熱回収施設の建設
について」の要望書が協
議会に提出される

H25年９月

協議会での審議
を経て建設予定地を
８ヵ所に絞り込み、地
域への説明会を開催。
ごみ処理基本構想、基
本計画案が作成さ
れる

老朽化

費用が
倍増

住民の
反対

建設費
負担

現在の焼却炉の状況は
　小川町中爪地区内にある焼却炉は、稼働か
ら 38 年が経過しています。公害防止対策工事
は行なわれていますが、毎年多額の維持補修費
を要しながら今日も運転を続けています。平成
24 年には空気予熱器等の更新工事に２億 6880
万円を計上しています。現在の施設は、地域住
民との約束で改築や大規模な改修はできないこ
とになっています。

ご み焼却施設ご み焼却施設はは吉見町吉見町にに新新
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平成 27年２月１日発行 第 74号5 4

答　

施
設
の
あ
り
方
を
改
め
て
検

討
し
、
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

　

管
理
図
面
が
存
在
し
な
い
の

で
、
ま
ず
は
そ
の
作
成
を
図
り
、

用
途
に
合
わ
せ
た
改
修
に
臨
み
ま

す
。

い
つ
完
成
か

問　

町
道
２
２
８
号

線
道
路
改
良
事
業
費

の
大
幅
減
の
理
由

は
。
ま
た
進
捗
は
。

答　

国
か
ら
の
補
助

決
定
額
が
、
当
初
見

込
ん
だ
額
に
満
た
な

か
っ
た
た
め
の
減
額

で
す
。
再
三
の
追
加

要
望
を
行
な
い
ま
し

た
が
、
至
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
平
成
27
年

度
中
に
は
完
成
予
定

で
す
。

算
出
根
拠
は

問　

西
中
学
校
改
築
事
業
の
遅
延

に
よ
る
、
損
害
賠
償
金
の
算
出
根

拠
は
。

答　

約
款
に
基
づ
い
て
算
出
し
ま

し
た
。
43
日
間
の
遅
延
分
２
３
９

万
円
で
す
。

取
り
や
め
に

問　

パ
ト
リ
ア
お
が
わ
の
プ
ー
ル

可
動
床
の
改
修
が
、
入
札
不
調
に

よ
り
取
り
や
め
と
な
っ
た
が
、
今

後
は
。

答　

利
用
者
増
を
見
込
ん
で
改
修

に
臨
み
ま
し
た
が
、
見
直
し
を
含

め
て
２
度
と
も
不
調
に
終
わ
り
ま

し
た
。

　

し
ば
ら
く
は
現
状
の
ま
ま
ご
利

用
い
た
だ
き
、
経
過
を
見
守
り
ま

す
。
ま
た
、
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
や

施
設
の
維
持
管
理
等
を
総
合
的
に

判
断
し
て
対
応
を
考
え
て
い
き
ま

す
。今

後
の
活
用
は

問　

和
紙
体
験
学
習
セ
ン
タ
ー
の

改
修
が
白
紙
に
。今
後
の
活
用
は
。

︽
主
な
質
疑
︾

四津山から見た町道228号線四津山から見た町道228号線

一
般
会
計
補
正
予
算

一
般
会
計
補
正
予
算

平成

26
年度

は
じ
め
の
一
歩

問　

総
合
運
動
場
の
整
備
費
の
内

容
は
。
サ
ブ
グ
ラ
ウ
ン
ド
化
に
値

す
る
整
備
か
。

答　

野
球
場
予
定
地
内
に
お
い

て
、
ウ
オ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
程
度

で
の
使
用
を
見
込
ん
だ
整
地
と
、

簡
易
な
フ
ェ
ン
ス
の
設
置
を
考
え

て
い
ま
す
。
野
球
場
と
し
て
の
整

備
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
雨
漏
り
が

問　

東
中
管
理
棟
の
屋
根
部
分
の

工
事
請
負
費
。
再
三
の
雨
漏
り
と

の
こ
と
だ
が
、
そ
の
内
容
は
。

答　

１
階
保
健
室
へ
の
雨
漏
り
に

対
応
し
た
工
事
で
す
。

問　

耐
用
年
数
を
総
合
的
に
判
断

し
た
と
き
、
建
屋
本
体
の
限
界
も

近
い
。
対
応
は
。

答　

今
後
は
、
町
が
進
め
る
ア

セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
計
画
の

中
で
検
討
し
ま
す
。

平成 26 年 12 月定例会

12月３日〜12日

　今定例会は、埼玉中部資源循環組合の設立や　今定例会は、埼玉中部資源循環組合の設立や

指定管理者の指定、平成26年度一般会計及び指定管理者の指定、平成26年度一般会計及び

特別会計補正予算など23議案を審議し、すべて特別会計補正予算など23議案を審議し、すべて

可決しました。議員提出議案として小川町地酒可決しました。議員提出議案として小川町地酒

等による乾杯条例が提案され、全会一致で可決されました。請願審査１件は否決しました。等による乾杯条例が提案され、全会一致で可決されました。請願審査１件は否決しました。

　なお、一般質問には10人の議員が登壇し、当面する諸問題について町の見解や対応　なお、一般質問には10人の議員が登壇し、当面する諸問題について町の見解や対応

をただし、政策提言を行ないました。をただし、政策提言を行ないました。

︽
主
な
質
疑
︾

和紙体験学習センター（外観）和紙体験学習センター（外観）

開
発
許
可
等
の
権
限
が

県
か
ら
町
へ

問　

こ
の
条
例
制
定
の
メ
リ
ッ
ト

は
。

答　

開
発
行
為
の
許
認
可
手
続
に

か
か
る
時
間
の
短
縮
と
、
町
に
手

数
料
が
入
り
ま
す
。
ま
た
、
開
発

行
為
に
関
す
る
規
制
を
定
め
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

新
た
に
都
市
政
策
課
を

設
置

問　

課
の
役
割
や
規
模
は
。

答　

建
設
課
所
管
の
都
市
計
画
グ

ル
ー
プ
か
ら
の
移
行
と
な
り
、
開

発
部
門
を
含
め
て
担
当
し
ま
す
。

規
模
に
つ
い
て
は
、調
整
中
で
す
。

問　

当
町
の
交
通
政
策
も
担
う
こ

と
に
な
る
が
、
そ
の
意
義
と
は
。

答　

総
合
振
興
計
画
や
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
も
あ
る
交
通

政
策
は
、
都
市
計
画
と
一
体
と

な
っ
て
変
わ
っ
て
い
く
の
で
、
こ

の
よ
う
な
位
置
づ
け
と
し
ま
し

た
。

和
紙
体
験
学
習
セ
ン
タ
ー
が

指
定
管
理
者
か
ら
直
営
に

問　

直
営
に
戻
し
た
理
由
は
。

答　

町
有
建
築
物
で
最
古
の
も
の

で
、
老
朽
化
が
そ
の
理
由
で
す
。

問　

直
営
後
、
ど
の
よ
う
に
展
開

を
考
え
て
い
る
の
か
。

答　

１
日
も
早
く
和
紙
の
資
料
の

展
示
や
後
継
者
育
成
の
場
と
し

て
、
活
用
を
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
不
特
定
多
数

の
方
が
訪
れ
る
施
設
と
し
て
、
耐

震
を
含
め
消
防
法
に
対
応
す
る
工

事
を
行
な
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
ま
た
、
和
紙
の
指
導

に
つ
い
て
は
、
和
紙
工
業
組
合
の

方
と
意
見
交
換
を
実
施
し
、
連
携

を
と
っ
て
、
活
用
を
模
索
・
検
討

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問　

担
当
す
る
職
員
体
制
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答　

役
場
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
見

て
、
配
置
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

条
例
の
制
定
・
改
正

条
例
の
制
定
・
改
正すたむちゃんの

ひと口メモ

和紙体験学習センターには
戦後導入された抄紙機（紙
をつくる機械）が納められ
ています。
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八和田学童クラブ八和田学童クラブ
指定管理者：指定管理者：ＮＰＯ法人たすけあいほっとＮＰＯ法人たすけあいほっと

ライフ小川ライフ小川

小
川
町
（
広
域
）
適
応

指
導
教
室
委
託
規
約

問　

事
務
費
・
経
費
な
ど
の
算
出

方
法
は
。

答　

毎
年
３
０
０
万
円
の
予
算

で
、
指
導
員
１
名
・
補
助
員
１
名

の
報
酬
費
２
６
０
万
円
、
事
務
消

耗
品
等
と
し
て
40
万
円
を
組
ん
で

い
ま
す
。

　

当
町
は
、
今
年
度
ま
で
人
数
割

で
１
０
０
万
円
の
分
担
が
、
平
成

27
年
度
か
ら
は
費
用
の
半
分
を
均

等
割
、
半
分
を
人
数
割
と
し
た
こ

と
で
、
80
万
円
の
分
担
と
な
り
20

万
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

問　

光
熱
水
費
・
家
賃
・
引
っ
越

し
費
用
等
の
負
担
割
合
に
関
し
て

柳
田
多
恵
子

井
口　

亮
一

髙
瀬　
　

勉

島
﨑　

隆
夫

柴
崎　
　

勝

山
口　

勝
士

髙
橋
さ
ゆ
り

松
本　

修
三

金
子　

美
登

松
葉　

幸
雄

大
戸　

久
一

根
岸　

成
美

宮
澤　

幹
雄

大
塚　

司
朗

戸
口　
　

勝

小
林　

一
雄

審
議
結
果

専決処分の承認（一般会計補正予算（第４号）） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 承認

都市計画法に基づく開発許可等の基準に関する条例制定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 可決

課設置条例の一部を改正する条例制定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 可決

一般職の職員の給与に関する条例及び一般職の任期付職員の採用等に関する
条例の一部を改正する条例制定

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 可決

町長及び副町長の給与等に関する条例等の一部を改正する条例制定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 可決

和紙体験学習センター条例の一部を改正する条例制定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 可決

八和田学童クラブの指定管理者の指定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 可決

仙元山見晴らしの丘公園の指定管理者の指定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 可決

埼玉伝統工芸会館の指定管理者の指定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 可決

中爪文化センターの指定管理者の指定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 可決

埼玉中部資源循環組合の設立 × × ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ー 可決

滑川町・小川町適応指導教室に関する事務の委託 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 可決

嵐山町・小川町適応指導教室に関する事務の委託 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 可決

ときがわ町・小川町適応指導教室に関する事務の委託 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 可決

東秩父村・小川町適応指導教室に関する事務の委託 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 可決

庁舎エコオフィス化改修工事請負変更契約の締結 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 可決

平成26年度一般会計補正予算（第５号） ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 可決

平成26年度国民健康保険特別会計（事業勘定）補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 可決

平成26年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 可決

平成26年度下水道事業特別会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 可決

平成26年度農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 可決

平成26年度水道事業会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 可決

議員提出議案

地酒等による乾杯の推進に関する条例制定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ 欠 可決

請願審査結果

消費税増税にはしないよう政府に意見書の提出を求める請願 ○ × × × × × × × × × × × ー × × 欠 不採択

議　案　名

審議議案と議員の賛否

※（○は賛成、×は反対、欠は欠席）議長は賛否同数の場合のみ採決に参加します

議　員　名

請 願 審 査

消費税増税にはしないよう
政府に意見書の提出を求め
る請願

請　願　者

小川町大字大塚 1233 番地 23

全日本年金者組合 埼玉県本部 小川支部

支部長　天田英男

審査結果

総務常任委員会に付託され、委員長報告は

「不採択」でした。

本会議での審査も、「不採択」となりました。

︽
主
な
質
疑
︾

八
和
田
学
童
ク
ラ
ブ

問　

指
定
管
理
料
が
増
額
の
理
由

は
。

答　

受
け
入
れ
時
間
を
30
分
早
め

る
こ
と
に
よ
る
増
額
で
す
。

問　

障
が
い
児
を
受
け
入
れ
た
場

合
の
態
勢
や
費
用
負
担
は
。

答　

受
け
入
れ
態
勢
の
補
助
を
し

て
い
き
ま
す
。

埼
玉
伝
統
工
芸
会
館

問　

子
ど
も
た
ち
の
入
館
料
や
紙

漉
き
体
験
に
つ
い
て
、
無
料
化
は

で
き
な
い
か
。

答　

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問　

和
紙
関
連
の
イ
ベ
ン
ト
事
業

の
計
画
は
。

答　

町
の
主
催
で
行
な
う
も
の
が

出
て
く
る
と
考
え
ま
す
。

そ
の
他

そ
の
他

問　

老
朽
箇
所
の
ア
ス
ベ

ス
ト
な
ど
の
混
在
が
予
測

で
き
な
か
っ
た
の
か
。
ま

た
、
そ
の
飛
散
防
止
や
作

業
員
の
安
全
対
策
は
、
十

分
考
慮
さ
れ
て
い
る
の

か
。

答

当
初
は
、
工
事
の
予

定
を
し
て
い
な
か
っ
た
部

分
で
す
。
処
理
に
関
し
て

は
、
ア
ス
ベ
ス
ト
処
理
基

準
に
従
っ
て
適
正
に
行
な

い
ま
す
。

小川町仙元山見晴らしの丘公園小川町仙元山見晴らしの丘公園
指定管理者：指定管理者：日本環境クリアー（株）日本環境クリアー（株）

中爪文化センター中爪文化センター
指定管理者：指定管理者：中爪区中爪区

埼玉伝統工芸会館埼玉伝統工芸会館
指定管理者：指定管理者：（一財）埼玉伝統工芸協会（一財）埼玉伝統工芸協会

すたむちゃんのひと口メモ
広域適応指導教室共同設置自治体
滑川町・嵐山町・ときがわ町・東秩父村・
小川町

は
、当
町
だ
け
と
い
う
こ
と
だ
が
、

し
っ
か
り
協
議
す
べ
き
で
は
。
ま

た
、
２
階
部
分
ス
ペ
ー
ス
の
教
育

的
有
効
活
用
も
行
な
っ
て
い
く
べ

き
で
は
。

答　

費
用
分
担
に
関
し
て
は
、
算

出
方
法
も
含
め
今
後
協
議
し
て
い

き
ま
す
。
２
階
部
分
の
利
用
方
法

も
十
分
協
議
し
て
い
き
ま
す
。

庁
舎
エ
コ
オ
フ
ィ
ス
化

改
修
工
事
の
増
額

問　

追
加
工
事
で
約
１
１
５
０
万

円
の
増
額
と
の
こ
と
だ
が
、
当
初

の
段
階
で
把
握
で
き
な
か
っ
た
の

か
。

答　

工
事
を
進
め
て
い
く
段
階

で
、
監
理
業
者
か
ら
の
提
案
も
あ

り
変
更
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

も
っ
と
き
ち
ん
と
精
査
す
べ
き

だ
っ
た
と
反
省
し
て
い
ま
す
。

問　

積
算
の
変
更
は
誰
が
行
な
っ

た
の
か
。

答　

工
事
監
理
者
を
中
心
に
職
員

と
一
緒
に
行
な
い
ま
し
た
。

問　

工
事
監
理
者
は
、
設
計
図
書

に
忠
実
に
工
事
を
行
な
う
の
が
使

命
で
、
簡
単
に
追
加
工
事
を
行
な

う
べ
き
で
な
い
と
思
う
が
。

答　

工
事
予
定
で
な
か
っ
た
地
下

部
分
の
改
修
を
、
補
助
金
等
の
関

係
か
ら
行
な
っ
た
た
め
で
す
。

作業員の安全対策は考慮されているか作業員の安全対策は考慮されているか

４施設の指定管理者継続
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町
民
町
民
のの
声声
をを

町
政
町
政
にに

町政をただす
　一般質問とは、議

員が役場の仕事につ

いて、町長の考えや意

見を求め、事柄をた

だしたり、議員や町民

の意見などを述べるこ

とをいいます。議員１

人の持ち時間は 75 分

に定めており、議会だ

よりでは、このやりと

りを要約して報告して

います。

　今議会では、10 人

の議員が一般質問を

行ないました。

平成 27年２月１日発行 第 74号9 8

少
子
社
会
で
の

学
校
の
あ
り
方

質
問

一
部
の
学
校

で
、
児
童
生
徒

数
が
多
く
、
そ
の
他
は
少

な
い
。
全
体
的
な
均
衡
化

を
図
る
た
め
に
、
緩
や
か

な
学
校
区
の
変
更
は
考
え

て
い
な
い
の
か
。

答
弁

学
校
教
育
課
長　

慎
重
に
検
討
し

慎
重
に
検
討
し

た
い
と
思
い
ま
す
が
、
ご

た
い
と
思
い
ま
す
が
、
ご

指
摘
の
と
お
り
児
童
生
徒

指
摘
の
と
お
り
児
童
生
徒

数
の
減
少
に
よ
り
、
さ
ま

数
の
減
少
に
よ
り
、
さ
ま

ざ
ま
な
教
育
課
題
が
生
ま

ざ
ま
な
教
育
課
題
が
生
ま

れ
て
い
ま
す
。
柔
軟
に
見

れ
て
い
ま
す
。
柔
軟
に
見

直
し
を
図
っ
て
い
く
こ
と

直
し
を
図
っ
て
い
く
こ
と

も
必
要
と
考
え
ま
す
。

も
必
要
と
考
え
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

◎
企
業
誘
致
の
対
応
に
つ

い
て

な
げ
る
、具
体
的
な
展
開・

手
立
て
は
。

答
弁

産
業
観
光
課
長

産
業
観
光
課
長　　

技
術
の
保
護
・

技
術
の
保
護
・

伝
承
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

伝
承
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
小
川
和
紙
全
体
の
需

と
、
小
川
和
紙
全
体
の
需

要
と
生
産
の
拡
大
、
町
全

要
と
生
産
の
拡
大
、
町
全

体
の
活
性
化
や
観
光
の
振

体
の
活
性
化
や
観
光
の
振

興
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い

興
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

◎
子
ど
も
子
育
て
新
制
度

に
つ
い
て

る
。
片
や
、
今
後
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
供
給
は
す
る
も
の

の
、
納
税
は
し
な
い
新
た

な
立
場
が
で
き
る
。
地
球

温
暖
化
実
行
計
画
の
狙
い

と
し
て
「
経
済
活
動
を
収

縮
す
る
こ
と
は
町
の
活
力

が
失
わ
れ
る
」と
あ
る
が
、

そ
の
整
合
性
は
。

答
弁

総
務
課
長　

公公

共
施
設
の
空
調

共
施
設
の
空
調

設
備
で
は
、
可
能
な
限
り

設
備
で
は
、
可
能
な
限
り

都
市
ガ
ス
を
利
用
し
た

都
市
ガ
ス
を
利
用
し
た

い
。
し
か
し
、
町
全
体
の

い
。
し
か
し
、
町
全
体
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
施
策
の
方
向

エ
ネ
ル
ギ
ー
施
策
の
方
向

性
は
示
さ
れ
て
お
り
ま
せ

性
は
示
さ
れ
て
お
り
ま
せ

ん
。
今
後
、
関
連
業
界
の

ん
。
今
後
、
関
連
業
界
の

皆
様
を
含
め
て
の
議
論
が

皆
様
を
含
め
て
の
議
論
が

進
め
ら
れ
る
と
考
え
て
い

進
め
ら
れ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

ま
す
。

　

今
回
の
政
府
の
施
策

　

今
回
の
政
府
の
施
策

は
、
当
町
の
「
少
子
高
齢

は
、
当
町
の
「
少
子
高
齢

化
・
人
口
減
少
の
克
服
」

化
・
人
口
減
少
の
克
服
」

に
向
け
た
チ
ャ
ン
ス
と
捉

に
向
け
た
チ
ャ
ン
ス
と
捉

え
、
国
・
県
の
情
報
収
集

え
、
国
・
県
の
情
報
収
集

や
、
人
口
動
向
分
析
・
将

や
、
人
口
動
向
分
析
・
将

来
人
口
推
計
や
課
題
の
抽

来
人
口
推
計
や
課
題
の
抽

出
に
、
全
庁
的
に
取
り
組

出
に
、
全
庁
的
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

ん
で
い
き
ま
す
。

ユ
ネ
ス
コ
登
録
か

ら
町
の
活
性
化
に

質
問
細
川
紙
の
ユ
ネ

ス
コ
文
化
遺
産

登
録
。
町
の
活
性
化
に
つ

質
問

北
口
の
開
設

は
。

答
弁

建
設
課
長　

小

　

小

川
高
校
に
道
路

川
高
校
に
道
路

用
地
と
北
口
広
場
用
地
の

用
地
と
北
口
広
場
用
地
の

提
供
を
交
渉
し
て
い
ま

提
供
を
交
渉
し
て
い
ま

す
。
道
路
計
画
は
、
車
道

す
。
道
路
計
画
は
、
車
道

幅
員
６
・
５
メ
ー
ト
ル
、

幅
員
６
・
５
メ
ー
ト
ル
、

歩
道
幅
員
２
メ
ー
ト
ル
で

歩
道
幅
員
２
メ
ー
ト
ル
で

す
。
ま
た
、
北
口
広
場
に

す
。
ま
た
、
北
口
広
場
に

つ
い
て
は
、
小
川
高
校
の

つ
い
て
は
、
小
川
高
校
の

体
育
館
脇
に
考
え
て
い
ま

体
育
館
脇
に
考
え
て
い
ま

す
。
す
。

都
市
ガ
ス
導
入
か
ら

見
え
る
町
の
方
向
性

質
問
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス

を
取
り
扱
い
、

生
計
を
立
て
、
町
へ
納
税

を
し
て
い
る
事
業
者
が
い

質
問
国
の
「
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と

創
生
本
部
」
の
施
策
の
今

後
と
、
地
方
版
総
合
戦
略

策
定
に
向
け
て
、
当
町
の

準
備
・
心
構
え
は
。

答
弁

政
策
推
進
課
長

政
策
推
進
課
長　　

本
年
（
平
成

本
年
（
平
成
2626

年
）
９
月
、国
の
「
ま
ち・

年
）
９
月
、国
の
「
ま
ち・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
本
部
」

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
本
部
」

が
基
本
方
針
を
発
表
し
ま

が
基
本
方
針
を
発
表
し
ま

し
た
。
当
町
も
、
国
の
策

し
た
。
当
町
も
、
国
の
策

定
す
る「
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
」

定
す
る「
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
」

（（
5050
年
後
に
人
口
１
億
人

年
後
に
人
口
１
億
人

程
度
の
維
持
目
標
）と「
総

程
度
の
維
持
目
標
）と「
総

合
戦
略
」
を
受
け
、
平
成

合
戦
略
」
を
受
け
、
平
成

2727
年
度
中
に
、「
地
方
人

年
度
中
に
、「
地
方
人

口
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
「
地
方

口
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
「
地
方

版
総
合
戦
略
」
を
策
定
予

版
総
合
戦
略
」
を
策
定
予

定
で
す
。

定
で
す
。

まちづくり

小川町駅北側の開発は

町政

「まち・ひと・しごと創成会議」小川町のこれからは

最後のチャンスだと考えています

全庁的に取り組んでいきます

戸口　勝議員

山口勝士議員

チャンスを生かし、
夢を現実に！

小川町の特性を
みんなで見つめ直したい

小川町駅

　「和食」が平成 25 年に、そして「和紙：日本の

手漉き和紙技術」が平成 26 年にユネスコ無形文

化遺産に登録されました。こうして世界的に「和

の文化」へ注目が集まっている中、当町でも、和

の文化や伝統は、歴史上でも非常に重要な役割を

果たしてきました。それは、鎌倉時代より交通の

要衝として栄えた小川町にヒト・モノ・カネが集ま

り始めてからのことで、細川紙をはじめとする小

川和紙・絹・建具などの商いのために、毎晩酒宴が

開かれ盛大に行なわれたとのことです。さらには、

鉄道誘致にも一役買ったとも言われています。

　乾杯は、祝いの時、喜びの場には欠かせない日

本の文化です。この条例では、地元小川町で生産

される日本酒・焼酎・ビール・ワインその他飲料

による乾杯を推進することにより、地酒等に焦点

を当て積極的な普及を図るとともに、町内の酒造

業その他関連産業の発展、地産地消の促進及び郷

土を愛する社会的機運の醸成のために、全会派・

全議員一致のもと提案し、全会一致で 12 月 12

日に可決制定しました。

小川町地酒等による乾杯条例

議員提出議案第２号

小川町地酒等による乾杯の推進
に関する条例制定について 可決可決

まち・ひと・しごと創生本部が設置
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す
。
す
。小

中
学
校
の
連
携
は

質
問
小
学
校
か
ら
中

学
校
へ
と
進
学

す
る
際
、
不
登
校
な
ど
に

つ
な
が
る
「
中
1
ギ
ャ
ッ

プ
」
な
ど
の
問
題
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
る
か
。

答
弁

学
校
教
育
課
長

学
校
教
育
課
長　　

小
・
中
学
校
人

小
・
中
学
校
人

事
交
流
事
業
を
県
下
で
も

事
交
流
事
業
を
県
下
で
も

先
駆
け
て
行
な
い
、
継
続

先
駆
け
て
行
な
い
、
継
続

り
組
む
こ
と
で
、
Ｐ
Ｒ
効

り
組
む
こ
と
で
、
Ｐ
Ｒ
効

果
の
増
大
や
観
光
資
源
の

果
の
増
大
や
観
光
資
源
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
等
の
大

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
等
の
大

き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
こ

き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
必
要
性
を
強
く

と
か
ら
、
必
要
性
を
強
く

感
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

感
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

比
企
地
域
元
気
ア
ッ
プ
実

比
企
地
域
元
気
ア
ッ
プ
実

行
委
員
会
は
、
設
置
か
ら

行
委
員
会
は
、
設
置
か
ら

５
年
が
経
過
し
、
Ｐ
Ｒ
手

５
年
が
経
過
し
、
Ｐ
Ｒ
手

法
の
マ
ン
ネ
リ
化
や
誘
客

法
の
マ
ン
ネ
リ
化
や
誘
客

タ
ー
ゲ
ッ
ト
が
一
定
し
な

タ
ー
ゲ
ッ
ト
が
一
定
し
な

い
等
の
課
題
が
あ
り
ま

い
等
の
課
題
が
あ
り
ま

す
。
今
後
は
、
広
域
的
な

す
。
今
後
は
、
広
域
的
な

観
光
資
源
の
活
用
や
同
実

観
光
資
源
の
活
用
や
同
実

行
委
員
会
の
あ
り
方
、
効

行
委
員
会
の
あ
り
方
、
効

果
的
な
手
法
の
研
究
を
深

果
的
な
手
法
の
研
究
を
深

め
て
、
取
り
組
み
を
提
案

め
て
、
取
り
組
み
を
提
案

し
て
い
き
ま
す
。

し
て
い
き
ま
す
。

空
き
家
住
宅
対
策
を

質
問
年
々
増
え
る
空

き
家
住
宅
の
管

理
が
進
め
ら
れ
な
い
と
、

建
物
の
損
壊
や
、
草
木
が

繁
茂
し
、
周
辺
環
境
に
悪

影
響
を
及
ぼ
す
。
こ
の
管

理
に
関
し
て
、
国
は
基
本

指
針
を
２
０
１
５
年
２
月

ま
で
に
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

は
５
月
末
ま
で
に
策
定
す

る
予
定
で
あ
る
。
町
も
条

例
を
制
定
す
べ
き
と
思
う

が
。答

弁
環
境
保
全
課
長

環
境
保
全
課
長　　

空
き
家
等
対
策

空
き
家
等
対
策

の
推
進
に
関
す
る
特
別
措

の
推
進
に
関
す
る
特
別
措

置
法
が
、
平
成

置
法
が
、
平
成
2626
年年
1111
月月

1919
日
に
参
議
院
で
可
決
成

日
に
参
議
院
で
可
決
成

立
し
、
今
後
公
布
さ
れ
る

立
し
、
今
後
公
布
さ
れ
る

予
定
で
す
。
こ
の
法
律
で

予
定
で
す
。
こ
の
法
律
で

は
、
国
が
空
き
家
等
に
関

は
、
国
が
空
き
家
等
に
関

す
る
施
策
の
基
本
方
針
を

す
る
施
策
の
基
本
方
針
を

策
定
す
る
こ
と
と
さ
れ
て

策
定
す
る
こ
と
と
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
そ
の
指
針

い
ま
す
の
で
、
そ
の
指
針

に
沿
っ
て
、
当
町
の
実
情

に
沿
っ
て
、
当
町
の
実
情

に
合
わ
せ
た
内
容
の
条
例

に
合
わ
せ
た
内
容
の
条
例

の
検
討
が
必
要
に
な
る
と

の
検
討
が
必
要
に
な
る
と

考
え
ま
す
。

考
え
ま
す
。

整
備
は
、
町
の
活
性
化
・

整
備
は
、
町
の
活
性
化
・

住
み
や
す
さ
・
暮
ら
し
や

住
み
や
す
さ
・
暮
ら
し
や

す
さ
に
大
き
く
寄
与
す
る

す
さ
に
大
き
く
寄
与
す
る

も
の
と
考
え
ま
す
。
そ
し

も
の
と
考
え
ま
す
。
そ
し

て
、
こ
の
好
機
を
逃
す
と

て
、
こ
の
好
機
を
逃
す
と

二
度
と
チ
ャ
ン
ス
は
な
い

二
度
と
チ
ャ
ン
ス
は
な
い

と
考
え
、
事
業
化
に
向
け

と
考
え
、
事
業
化
に
向
け

一
歩
を
踏
み
出
す
決
断
を

一
歩
を
踏
み
出
す
決
断
を

し
た
と
こ
ろ
で
す
。

し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
は
、
事
業
着
工
に

　

今
後
は
、
事
業
着
工
に

向
け
て
円
滑
に
協
議
が
進

向
け
て
円
滑
に
協
議
が
進

め
ら
れ
る
よ
う
誠
意
を

め
ら
れ
る
よ
う
誠
意
を

持
っ
て
対
応
し
て
い
き
ま

持
っ
て
対
応
し
て
い
き
ま

イ
ベ
ン
ト
」
の
専
用
入
り

イ
ベ
ン
ト
」
の
専
用
入
り

口
を
設
け
、
動
画
の
配
信

口
を
設
け
、
動
画
の
配
信

や
イ
ベ
ン
ト
カ
レ
ン
ダ
ー

や
イ
ベ
ン
ト
カ
レ
ン
ダ
ー

を
活
用
し
、
さ
ま
ざ
ま
な

を
活
用
し
、
さ
ま
ざ
ま
な

魅
力
を
発
信
し
ま
す
。
ま

魅
力
を
発
信
し
ま
す
。
ま

た
、
情
報
を
求
め
る
多
く

た
、
情
報
を
求
め
る
多
く

の
方
々
に
確
実
に
伝
達
で

の
方
々
に
確
実
に
伝
達
で

き
る
よ
う
、
自
動
翻
訳
機

き
る
よ
う
、
自
動
翻
訳
機

能
や
音
声
読
み
上
げ
機
能

能
や
音
声
読
み
上
げ
機
能

の
閲
覧
支
援
に
も
配
慮
し

の
閲
覧
支
援
に
も
配
慮
し

ま
す
。

ま
す
。

質
問
広
域
観
光
の
充

実
と
、
比
企
地

域
元
気
ア
ッ
プ
実
行
委
員

会
の
あ
り
方
は
。

答
弁

政
策
推
進
課
長

政
策
推
進
課
長　　

他
市
町
村
と
連

他
市
町
村
と
連

携
し
て
広
域
で
観
光
に
取

携
し
て
広
域
で
観
光
に
取

打
診
し
て
反
応
が
あ
っ
た

自
治
体
と
協
議
を
進
め
る

べ
き
と
思
う
が
。

答
弁

総
務
課
長

総
務
課
長　

友

　

友

好
都
市
の
締
結

好
都
市
の
締
結

を
す
れ
ば
交
流
は
進
め
ら

を
す
れ
ば
交
流
は
進
め
ら

れ
ま
す
が
、
現
在
の
町
の

れ
ま
す
が
、
現
在
の
町
の

財
政
状
況
を
勘
案
す
る

財
政
状
況
を
勘
案
す
る

と
、
友
好
都
市
を
締
結
し

と
、
友
好
都
市
を
締
結
し

て
交
流
事
業
を
行
な
う
こ

て
交
流
事
業
を
行
な
う
こ

と
の
優
先
順
位
は
、
現
時

と
の
優
先
順
位
は
、
現
時

点
で
は
高
い
も
の
で
は
あ

点
で
は
高
い
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
た
遠
隔
の

り
ま
せ
ん
。
ま
た
遠
隔
の

自
治
体
と
相
互
応
援
の
協

自
治
体
と
相
互
応
援
の
協

定
を
結
ん
で
も
、
現
在
の

定
を
結
ん
で
も
、
現
在
の

備
蓄
品
の
量
、
職
員
の
体

備
蓄
品
の
量
、
職
員
の
体

制
で
は
難
し
い
で
す
。

制
で
は
難
し
い
で
す
。

質
問
町
長
は
駅
北
口

開
設
に
つ
い
て

選
挙
で
公
約
し
た
上
、
新

聞
紙
上
で
「
若
者
の
定
住

促
進
な
ど
の
効
果
を
期
待

し
て
進
め
ま
す
」
と
明
ら

か
に
さ
れ
た
。
駅
北
口
の

開
設
、
駅
周
辺
整
備
に
向

け
た
思
い
を
可
能
な
限
り

具
体
的
に
聞
か
せ
て
ほ
し

い
。答

弁
町
長　
町
長　

駅
北
口

駅
北
口

開
設
及
び
周
辺

開
設
及
び
周
辺

質
問

観
光
ボ
ラ
ン

観
光
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
育
成

テ
ィ
ア
の
育
成

は
。
は
。答

弁
産
業
観
光
課
長

産
業
観
光
課
長　　

細
川
紙
の
ユ
ネ

細
川
紙
の
ユ
ネ

ス
コ
無
形
文
化
遺
産
登
録

ス
コ
無
形
文
化
遺
産
登
録

を
機
に
、
多
く
の
来
訪
者

を
機
に
、
多
く
の
来
訪
者

が
期
待
さ
れ
る
の
で
、
教

が
期
待
さ
れ
る
の
で
、
教

育
委
員
会
や
関
連
団
体
の

育
委
員
会
や
関
連
団
体
の

協
力
を
得
て
、
町
の
魅
力

協
力
を
得
て
、
町
の
魅
力

を
紹
介
で
き
る
ボ
ラ
ン

を
紹
介
で
き
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
育
成
を
考
え
て

テ
ィ
ア
の
育
成
を
考
え
て

い
き
た
い
で
す
。

い
き
た
い
で
す
。

質
問
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

が
待
た
れ
る

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
活
用

は
。答

弁
政
策
推
進
課
長

政
策
推
進
課
長　　

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ

の
総
合
案
内
か
ら「
観
光・

の
総
合
案
内
か
ら「
観
光・

観光

細川紙を観光資源とした活用は

まちづくり

友好都市の締結を
駅
周
辺
整
備

駅
北
口
開
設
、南
北
自
由
通
路
よ
う
や
く
決
断
か

円
滑
に
協
議
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
対
応
し
て
い
き
ま
す

関係団体と協議します

現在の体制では難しいです

井口亮一議員

髙瀬　勉議員

松本修三議員

し
て
学
習
指
導
や
生
徒
指

し
て
学
習
指
導
や
生
徒
指

導
に
成
果
を
上
げ
て
い
ま

導
に
成
果
を
上
げ
て
い
ま

す
。「
中

す
。「
中
11
ギ
ャ
ッ
プ
」

ギ
ャ
ッ
プ
」

の
解
消
に
大
き
な
力
を
発

の
解
消
に
大
き
な
力
を
発

揮
し
て
き
ま
し
た
。
小
・

揮
し
て
き
ま
し
た
。
小
・

中
連
携
の
推
進
は
、
指
導

中
連
携
の
推
進
は
、
指
導

の
一
貫
性
・
学
習
内
容
の

の
一
貫
性
・
学
習
内
容
の

系
統
性
が
教
職
員
間
で
共

系
統
性
が
教
職
員
間
で
共

通
認
識
さ
れ
、
学
習
の
効

通
認
識
さ
れ
、
学
習
の
効

率
性
を
高
め
て
い
ま
す
。

率
性
を
高
め
て
い
ま
す
。

児
童
生
徒
に
迷
い
が
な
く

児
童
生
徒
に
迷
い
が
な
く

な
り
、
夢
と
希
望
の
実
現

な
り
、
夢
と
希
望
の
実
現

に
気
持
ち
を
集
中
し
や
す

に
気
持
ち
を
集
中
し
や
す

く
な
っ
て
い
ま
す
。

く
な
っ
て
い
ま
す
。

町民の夢とロマンを求めて
友好都市の締結を急げ

質
問
ア
ル
プ
ス
を
望

む
町
、
海
辺
の

町
等
と
、
お
互
い
の
自
治

体
の
特
色
を
生
か
し
交
流

で
き
る
相
手
先
を
選
び
出

し
、
調
査
・
研
究
を
進
め
、

とても長い道のりだったね

駅北側　小川高校前

海辺の町

名実ともに和紙のふるさとへ!
しっかり盛り上げます
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稼
働
し
て
い
ま
す
が
、
生

稼
働
し
て
い
ま
す
が
、
生

ご
み
は
焼
却
処
理
せ
ず
、

ご
み
は
焼
却
処
理
せ
ず
、

ガ
ス
や
液
肥
に
生
ま
れ
変

ガ
ス
や
液
肥
に
生
ま
れ
変

わ
ら
せ
ま
す
。
メ
タ
ン
ガ

わ
ら
せ
ま
す
。
メ
タ
ン
ガ

ス
に
関
し
て
は
、
良
好
な

ス
に
関
し
て
は
、
良
好
な

醗
酵
状
況
が
維
持
さ
れ

醗
酵
状
況
が
維
持
さ
れ

ず
、
発
電
シ
ス
テ
ム
や
余

ず
、
発
電
シ
ス
テ
ム
や
余

熱
利
用
ま
で
進
ま
な
い
状

熱
利
用
ま
で
進
ま
な
い
状

況
が
続
い
て
い
ま
す　

③

況
が
続
い
て
い
ま
す　

③

町
の
木
材
利
用
は
、
平
成

町
の
木
材
利
用
は
、
平
成

2525
年
に
「
町
内
産
木
材
等

年
に
「
町
内
産
木
材
等

利
用
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補

利
用
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補

続
に
必
要
な
項
目
を
盛
り

続
に
必
要
な
項
目
を
盛
り

込
み
、
事
業
者
や
利
用
者

込
み
、
事
業
者
や
利
用
者

等
が
参
加
し
た
法
定
協
議

等
が
参
加
し
た
法
定
協
議

会
を
立
ち
上
げ
、
計
画
策

会
を
立
ち
上
げ
、
計
画
策

定
を
行
な
い
ま
す
。
計
画

定
を
行
な
い
ま
す
。
計
画

案
が
策
定
さ
れ
た
後
に
住

案
が
策
定
さ
れ
た
後
に
住

民
の
意
見
を
聞
く
広
聴
会

民
の
意
見
を
聞
く
広
聴
会

を
開
く
と
い
う
位
置
づ
け

を
開
く
と
い
う
位
置
づ
け

で
す
。
そ
の
時
期
が
い
つ

で
す
。
そ
の
時
期
が
い
つ

に
な
る
の
か
、
具
体
的
な

に
な
る
の
か
、
具
体
的
な

タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

お
話
し
で
き
る
段
階
で
は

お
話
し
で
き
る
段
階
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

あ
り
ま
せ
ん
。

答
弁

政
策
推
進
課
長

政
策
推
進
課
長　　

「
広
報
お
が
わ
」

「
広
報
お
が
わ
」

「
社
協
だ
よ
り
ク
ロ
ー

「
社
協
だ
よ
り
ク
ロ
ー

バ
ー
」
等
の
広
報
紙
で
活

バ
ー
」
等
の
広
報
紙
で
活

動
を
掲
載
し
、
町
民
の
ボ

動
を
掲
載
し
、
町
民
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
意

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
意

欲
が
高
ま
る
よ
う
に
支
援

欲
が
高
ま
る
よ
う
に
支
援

し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま

し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま

す
。
す
。質

問
役
場
の
職
員
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
は
。

答
弁

総
務
課
長

総
務
課
長　

職

　

職

員
の
休
暇
に
か

員
の
休
暇
に
か

か
る
条
例
で
は
、
年
５
日

か
る
条
例
で
は
、
年
５
日

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
休
暇
を

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
休
暇
を

と
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

と
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。

ま
す
。

細
川
紙
の
Ｐ
Ｒ
は

質
問
町
内
飲
食
店
等

に
町
内
案
内
図

や
細
川
紙
の
資
料
を
提
供

し
て
い
る
か
。

　

ま
た
、
町
民
へ
の
講
演

会
等
の
予
定
は
。

答
弁

産
業
観
光
課
長

産
業
観
光
課
長　　

資
料
は
、
希
望

資
料
は
、
希
望

店
に
配
布
し
て
い
ま
す
。

店
に
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

講
演
会
は
、
２
月

　

講
演
会
は
、
２
月
1111
日日

に
開
催
予
定
で
す
。

に
開
催
予
定
で
す
。

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
の
中

　

こ
の
取
り
組
み
の
中

で
、
交
通
手
段
の
確
保
に

で
、
交
通
手
段
の
確
保
に

つ
い
て
も
具
体
的
な
検
討

つ
い
て
も
具
体
的
な
検
討

を
進
め
、
広
聴
会
の
開
催

を
進
め
、
広
聴
会
の
開
催

に
向
け
て
、
住
民
の
皆
さ

に
向
け
て
、
住
民
の
皆
さ

ん
に
示
せ
る
計
画
等
の
準

ん
に
示
せ
る
計
画
等
の
準

備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

質
問
具
体
的
に
は
ど

の
よ
う
な
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
と
な
る
の
か
。

答
弁

政
策
推
進
課
長　

政
策
推
進
課
長　

当
町
で
は
交
通

当
町
で
は
交
通

手
段
の
確
保

手
段
の
確
保

に
つ
い
て
、

に
つ
い
て
、

現
在
手
が
つ

現
在
手
が
つ

い
て
い
な
い

い
て
い
な
い

状
況
で
す

状
況
で
す

が
、
今
後
は

が
、
今
後
は

県
も
計
画
を

県
も
計
画
を

策
定
す
る
こ

策
定
す
る
こ

と
に
な
り
ま

と
に
な
り
ま

す
の
で
、
資

す
の
で
、
資

料
提
供
が
期

料
提
供
が
期

待
で
き
ま

待
で
き
ま

す
。
経
過
や

す
。
経
過
や

区
域
、
基
本

区
域
、
基
本

方
針
や
実
施

方
針
や
実
施

ス
タ
イ
ル
、

ス
タ
イ
ル
、

計
画
期
間
な

計
画
期
間
な

ど
国
へ
の
手

ど
国
へ
の
手

し
て
い
ま
す
。

し
て
い
ま
す
。

質
問
み
ず
か
ら
移
動

で
き
る
こ
と
を

推
進
す
る
た
め
に
、二
輪・

三
輪
自
転
車
、
シ
ニ
ア

カ
ー
等
の
購
入
費
に
補
助

金
を
出
し
て
は
。

答
弁

副
町
長

副
町
長　
『
小

　
『
小

川
町
地
球
温
暖

川
町
地
球
温
暖

化
対
策
実
行
計
画
』
内
の

化
対
策
実
行
計
画
』
内
の

施
策
に
自
転
車
利
用
の
促

施
策
に
自
転
車
利
用
の
促

進
を
掲
げ
ま
し
た
が
、
補

進
を
掲
げ
ま
し
た
が
、
補

助
金
を
出
し
て
の
推
進
は

助
金
を
出
し
て
の
推
進
は

考
え
て
い
ま
せ
ん
。

考
え
て
い
ま
せ
ん
。

町
を
支
え
る
人
々

に
光
を

質
問
民
生
委
員
の
活

動
は
町
民
に
理

解
さ
れ
て
い
る
か
。

答
弁

福
祉
介
護
課
長

福
祉
介
護
課
長　　

国
の
制
度
で
あ

国
の
制
度
で
あ

り
、
福
祉
行
政
と
住
民
と

り
、
福
祉
行
政
と
住
民
と

の
間
に
立
つ
重
要
な
役
を

の
間
に
立
つ
重
要
な
役
を

担
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

担
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
町
民
に
理
解
し
て
い

す
。
町
民
に
理
解
し
て
い

た
だ
く
よ
う
に
し
て
い
き

た
だ
く
よ
う
に
し
て
い
き

ま
す
。

ま
す
。

質
問
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
団
体
に
対

す
る
町
の
考
え
は
。

質
問
地
球
温
暖
化
対

地
球
温
暖
化
対

策
と
し
て
、
当

策
と
し
て
、
当

町
が
新
た
に
策
定
し
た
実

町
が
新
た
に
策
定
し
た
実

行
計
画
に
つ
い
て
。

行
計
画
に
つ
い
て
。

　

①
既
に
活
用
さ
れ
て
い

　

①
既
に
活
用
さ
れ
て
い

る
廃
食
用
油
の
回
収
状
況

る
廃
食
用
油
の
回
収
状
況

と
公
用
車
へ
の
活
用
は　

と
公
用
車
へ
の
活
用
は　

②
他
の
自
治
体
か
ら
も
注

②
他
の
自
治
体
か
ら
も
注

目
さ
れ
て
い
る
バ
イ
オ
ガ

目
さ
れ
て
い
る
バ
イ
オ
ガ

ス
小
型
実
証
モ
デ
ル
の
拡

ス
小
型
実
証
モ
デ
ル
の
拡

大
計
画
は　

③
当
町
総
面

大
計
画
は　

③
当
町
総
面

積
の
約
４
割
を
占
め
る
、

積
の
約
４
割
を
占
め
る
、

森
林
の
木
質
バ
イ
オ
・
エ

森
林
の
木
質
バ
イ
オ
・
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
へ
の
取

ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
へ
の
取

質
問
近
隣
自
治
体
で

も
デ
マ
ン
ド
バ

ス
（
タ
ク
シ
ー
）
等
を
含

め
、
交
通
手
段
の
確
保
に

つ
い
て
は
具
体
化
が
進
ん

で
い
る
。
６
月
議
会
で
公

聴
会
を
開
く
と
の
回
答
だ

が
、
当
町
で
の
取
り
組
み

は
。答

弁
政
策
推
進
課
長

政
策
推
進
課
長　　

地
域
公
共
交
通

地
域
公
共
交
通

活
性
化
及
び
再
生
に
関
す

活
性
化
及
び
再
生
に
関
す

る
法
律
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
が
、

る
法
律
が
、
1111
月月
2020
日
に
日
に

施
行
さ
れ
、
こ
の
法
律
に

施
行
さ
れ
、
こ
の
法
律
に

基
づ
い
た
国
の
基
本
方
針

基
づ
い
た
国
の
基
本
方
針

も
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

も
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
地
域
の
公
共

　

今
後
は
、
地
域
の
公
共

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
再

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
再

構
築
に
向
け
た
取
り
組
み

構
築
に
向
け
た
取
り
組
み

質
問
自
転
車
な
ど
を

利
用
す
る
人
へ

の
安
全
指
導
は
。

答
弁

学
校
教
育
課
長

学
校
教
育
課
長

他他　

小
中
学
校

　

小
中
学
校

で
は
、
児
童
生
徒
に
交
通

で
は
、
児
童
生
徒
に
交
通

安
全
指
導
教
室
を
開
催
し

安
全
指
導
教
室
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
高
齢

て
い
ま
す
。
ま
た
、
高
齢

者
向
け
に
も
同
様
に
開
催

者
向
け
に
も
同
様
に
開
催

交通手段の確保

デマンドバス（タクシー）交通政策の行方は

交通安全

歩道の整備と安全対策は
地
球
温
暖
化
対
策

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
地
産
・
地
消
へ
の
取
り
組
み
を

具
体
的
な
提
案
が
あ
れ
ば
、
検
討
し
て
い
き
た
い

具
体
的
な
提
案
が
あ
れ
ば
、
検
討
し
て
い
き
た
い

国の基本方針により当町も準備を進めていきます

安全で快適な歩道整備をする必要があると思います

金子美登議員

柳田多恵子議員

島﨑隆夫議員

助
金
制
度
」
を
開
始
し
ま

助
金
制
度
」
を
開
始
し
ま

し
た
。
利
用
促
進
を
図
っ

し
た
。
利
用
促
進
を
図
っ

て
い
ま
す
。
木
質
バ
イ
オ

て
い
ま
す
。
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
動
向

マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
動
向

は
注
視
し
て
い
き
た
い
と

は
注
視
し
て
い
き
た
い
と

思
い
、
森
林
組
合
や
木
材

思
い
、
森
林
組
合
や
木
材

建
具
工
業
協
同
組
合
等
か

建
具
工
業
協
同
組
合
等
か

ら
具
体
的
な
提
案
が
あ
れ

ら
具
体
的
な
提
案
が
あ
れ

ば
、
検
討
し
て
い
き
た
い

ば
、
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

と
考
え
て
い
ま
す
。

明るいきざしが見えてきた !?

人が人を支える。そんな理想
的な社会を目指したい

地域公共交通活性化及び再生に関する法律の一部改正の内容の一部

町長、生ごみやし尿は
資源化の時代ですよ！

り
組
み
は
。

り
組
み
は
。

答
弁

環
境
保
全
課
長

環
境
保
全
課
長　　

①
平
成

①
平
成
2424
年
か
年
か

ら
公
共
施
設
等
の
拠
点
回

ら
公
共
施
設
等
の
拠
点
回

収
と
町
立
保
育
園
の
廃
食

収
と
町
立
保
育
園
の
廃
食

用
油
回
収
を
実
施
し
、
年

用
油
回
収
を
実
施
し
、
年

間
２
０
０
０
リ
ッ
ト
ル
超

間
２
０
０
０
リ
ッ
ト
ル
超

あ
り
ま
す
。
現
在
６
ヵ
所

あ
り
ま
す
。
現
在
６
ヵ
所

の
排
出
場
所
を
増
加
し
た

の
排
出
場
所
を
増
加
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
活

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
活

用
は
給
食
セ
ン
タ
ー
の
配

用
は
給
食
セ
ン
タ
ー
の
配

膳
車
一
台
の
み
で
す　

②

膳
車
一
台
の
み
で
す　

②

上
横
田
に
あ
る
バ
イ
オ
ガ

上
横
田
に
あ
る
バ
イ
オ
ガ

ス
プ
ラ
ン
ト
は

ス
プ
ラ
ン
ト
は
1010
年
以
上

年
以
上

生ごみ等資源化プラント「くるるん」
（福岡県大木町）

市野川にかかった歩道市野川にかかった歩道
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「
子
ど
も
の
貧
困
」
に
対

「
子
ど
も
の
貧
困
」
に
対

す
る
理
解
の
増
進　

③
ス

す
る
理
解
の
増
進　

③
ス

ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
と
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

カ
ー
と
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
の
配
置　

④
奨
学

セ
ラ
ー
の
配
置　

④
奨
学

金
の
貸
与　

⑤
「
子
ど
も

金
の
貸
与　

⑤
「
子
ど
も

の
貧
困
」
対
策
に
関
す
る

の
貧
困
」
対
策
に
関
す
る

情
報
収
集
・
蓄
積
・
提
供　

情
報
収
集
・
蓄
積
・
提
供　

⑥
学
校
教
育
に
よ
る
学
力

⑥
学
校
教
育
に
よ
る
学
力

保
障
の
実
施
。
こ
れ
ら
を

保
障
の
実
施
。
こ
れ
ら
を

今
後
も
継
続
・
実
施
し
て

今
後
も
継
続
・
実
施
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
内
の
若
手
作
品

展
示
場
。
空
き
家
を
シ
ェ

ア
し
た
工
房
・
店
舗
の
展

開
・
古
民
家
・
酒
蔵
等
を

組
み
合
わ
せ
た
観
光
ル
ー

ト
を
つ
く
る
こ
と
に
よ
り

後
継
者
の
育
成
・
支
援
が

実
現
し
、
町
の
活
性
化
に

寄
与
す
る
と
考
え
る
が
。

答
弁

産
業
観
光
課
長

産
業
観
光
課
長　　

細
川
紙
技
術
者

細
川
紙
技
術
者

協
会
に
は
、
国
・
県
・
町

協
会
に
は
、
国
・
県
・
町

か
ら
後
継
者
育
成
の
た
め

か
ら
後
継
者
育
成
の
た
め

の
補
助
金
が
出
て
い
る
の

の
補
助
金
が
出
て
い
る
の

で
、
そ
の
中
で
対
応
し
、

で
、
そ
の
中
で
対
応
し
、

後
継
者
の
作
品
展
は
イ
ベ

後
継
者
の
作
品
展
は
イ
ベ

ン
ト
等
で
数
ヵ
所
行
な
っ

ン
ト
等
で
数
ヵ
所
行
な
っ

て
お
り
ま
す
。

て
お
り
ま
す
。

的
支
援
を
要
す
る
家
庭
は

的
支
援
を
要
す
る
家
庭
は

少
し
ず
つ
増
え
て
い
ま

少
し
ず
つ
増
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
福
祉
関
連
機

す
。
ま
た
、
福
祉
関
連
機

関
と
の
連
携
が
必
要
な

関
と
の
連
携
が
必
要
な

ケ
ー
ス
も
増
え
て
き
て
い

ケ
ー
ス
も
増
え
て
き
て
い

ま
す
。

ま
す
。

質
問
当
町
の
今
後
の

取
り
組
み
は
。

答
弁

学
校
教
育
課
長

学
校
教
育
課
長　　

義
務
教
育
段
階

義
務
教
育
段
階

で
は
、
①
就
学
援
助
の
適

で
は
、
①
就
学
援
助
の
適

切
な
運
用
と
、
き
め
細
か

切
な
運
用
と
、
き
め
細
か

な
広
報　

②
教
職
員
の

な
広
報　

②
教
職
員
の

援
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

が
、
新
た
な
方
策
は
。

答
弁

生
涯
学
習
課
長

生
涯
学
習
課
長　　

ユ
ネ
ス
コ
一
覧

ユ
ネ
ス
コ
一
覧

表
に
記
載
さ
れ
た
こ
と

表
に
記
載
さ
れ
た
こ
と

は
、
技
術
を
確
実
に
伝
承

は
、
技
術
を
確
実
に
伝
承

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
文
化
財
と
し
て

ま
せ
ん
。
文
化
財
と
し
て

の
価
値
・
希
少
性
・
ブ
ラ

の
価
値
・
希
少
性
・
ブ
ラ

ン
ド
性
で
、
イ
ベ
ン
ト
な
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第五次総合振興計画の中で検討
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行政も子育ても同じ !!　先の
希望が見えないとつぶれちゃう

行動を起こさなければ、
何も始まらないよ！

老朽化が進む中央公民館

工芸会館内和紙工房

小川町のすばらしさをもっと
大塚二　吉

よし

野
の

由
ゆ

貴
き

男
お

議会はビジョンを描け
角山中　関

せき

口
ぐち

　
ひろし

　日本創成会議の報告によると、小
川町は2040年に消滅可能性のある
自治体の１つに数えられている。こ

れを踏まえ第５次総合振興計画等、見直
しを迫られる。
　改めて、短期・中期・長期にわたるビジョンを描き、
自然環境と人口減少に対応したコンパクトシティの議
論を期待する。細川紙ユネスコ無形文化遺産登録決
定は、観光産業発展のチャンス到来。都心から近距
離の利点を生かし、日本の原風景が残る豊かな自然
と歴史・文化を結びつけ、農業・林業もリンクさせ、
体験学習もできる観光産業を整備し、情報発信すべ
きだ。また、小川町駅北口の開設と周辺整備は喫緊
の重要課題であり、人・車・物の流れが大きく変わり、
公共交通の再構築も必要となろう。これら重要課題
に対してはプロジェクトチームを立ち上げ、スピード
感を持って推し進め、議会・執行部のみならず広く一
般町民から公募することで、違った視点が生かされる。

　若いころは小川町のことを知ろう
とせず、この町が有機農業が盛んな
ことも知りませんでした。親の家業

を継ぐことになり、いろいろな人との交
流により小川町のすばらしさに気づきました。有機
ぶどう園を小川町につくり、それをワインにする方
や、小川町の農家の有機米でつくった純米吟醸酒を
販売する酒蔵など、とてつもないパワーを持った人
がこの町にいるんだなぁと感じています。
　これからは食糧の自給がとても大事だと思いま
す。もっともっと小川町のよいところをアピールし
てほしい。七夕イメージキャラクターの星夢ちゃん
も、全町民に認知されるようにいろいろなところに
使ってほしいです。そして、東秩父村の和紙の里の
ような、車のイベントの開催が盛んに行なえる小京
都ならではのすてきな場所があるとよいなと思いま
す。小京都は美しい車がよく似合うと思います。
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議会議会をを傍聴傍聴してみませんかしてみませんか

議会では町民の皆様の生活に直結した重要な問題

が審議されています。ぜひ傍聴にお越しください。
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編集後記

シリーズ　安全・安心の主役たち⑬議 員
記者クラブ

我が町我が町 再 発 見

子どもたちの健やかな子どもたちの健やかな

成長を願って成長を願って小川町青少年相談員小川町青少年相談員
　青少年相談員とは、埼玉県知事からの委嘱を受け、地域の子どもたちのよき友、よき理解者となって、子どもたち

の健やかな成長をサポートするため、さまざまな活動をするボランティア（18歳〜36歳までの男女）で、現在16

人が活動中です。12月20日、八和田公民館で子どもたちとクリスマス会行事の準備をする相談員の皆さんから話

を伺いました。

　みずから漉
す

いた小川和紙の卒業証書

を手に、中学校を卒業してから早いもの

で５年がたとうとしています。母校上野

台中は閉校となりましたが、ともに学び、

ともに遊び、同じ時を過ごした仲間との

友情はかけがえのない宝です。

　そして、今こうして、成人として新た

な一歩を踏み出すことができるのも、両

親をはじめ多くの人々の支えがあったからこそです。

　感謝の気持ちを忘れずに、これからの人生、自分の道を

精いっぱい歩んでいきたいと思います。

成人式実行委員会  委員　成人式実行委員会  委員　井井
いい

田田
だだ

有有
ゆゆ

香香
かか

「成人に想うこと」

どんなことをやっているのですか。

いちご狩り・サマーキャンプ・クリスマス会が３大行事。
ほかに、はつらつ朝市で遊びのイベントや、今年は田植
えや収穫なども子どもたちと一緒に行ないました。

相談員になってよかったことは。

最初は子どもたちと一緒に楽しむというところから。経
験を積むにつれて子どもたち全体に目配りができるよう
になりました。初めはぎくしゃくしていても、１泊２日
のキャンプが終わるころには相談員も子どもたち同士も
すっかり打ち解けて、楽しかった、また来たいと笑顔で
言われると苦労も吹き飛びます。町で声をかけられるの
もうれしいですね。

皆さんにアピールしたいことは。

若い人が地域に少なくなってきているようで、後継者づ
くりが少し心配です。一緒に楽しんでボランティアやっ
てみようよ。自分自身も成長できますよ。

担当：柳田多恵子

Q

Q

A

A

　私は、編集委員として「議会
の今を伝えます」と、約束しま

した。
　今号は、住民の皆様とともに細川紙のユネスコ無形文
化遺産登録を喜び、これからのことを語りたかった。しか
し話し合った結果、見開きは『新ごみ処理施設』について

となりました。どちらも町民にとって大切な事柄であると
思います。
　私たち議員は、議場において賛否を求められます。どち
らを投じた議員も町民のことを考え、悩んだ末に結論を出
したことを見ていただけたら幸いです。

この広報は古紙を配合した紙を使用しています。この広報は古紙を配合した紙を使用しています。
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編集委員 島﨑隆夫
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